
勤

王

曾

紳

阿

和

爾

の

傳
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石

橋

誡

道

徳
川
時
代
は
我
が
宗
の
最
も
幸
編
な
時
代
で
あ

つ
た
ε
言

つ
て
も
よ
か
ら
う
。

少
か
ら
ざ
る
幕
府
の
保
護
、こ
、
そ
れ
に
拌
ふ
民
衆
の
歸
仰

,こ
は
、
我
が
宗
門
を
増
々
進
展
に
向
は
し
め
、
僭
侶
を
恰
か
も
佛
の
如
く
に
尊
敬

せ
し
む
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

然

し
な
が
ら
そ
の
聞

に

は
、
ま
た
幾
多
の
暗
雲
が
漂
ふ
た
。

そ
の
暗
翳
を
拂
ひ
去
り
、
教
界
の
革
新
を
計
ら
ん
ε
し
て
、
撥
溂
た
る
元
氣
ぐ
」、
確
乎
た
る
決
心
を
以

て
、
振

ひ
起

つ
た
名

士
の
中
に
、

捨
世
派
律
院
の
人
々
が
あ
る
。
そ
の
最
後
の
幕
を
飾

つ
た
、
有
名
な
人
の

一
人
は
、
帥
ち
徳
本
上
人
で
あ

る
。
徳

本
上
人
の
弟
子
の
中
、
現
に
そ
の
名
の
解
つ
て
お
る
者
だ
け
で
も
、
男
僣
が
こ
百
八
十
名
、
尼
僣
が
二
百
三
十
名
で
あ

る
。
(
三
河
荒

井
山
九
品
院
の
詑
録
に
依
る
)
そ
の
多
か

つ
た
門
弟
の
中
、
三
河
の
國
荒
井
山
九
品
院
の
徳
住
上
入
は
、
最
も
勝
れ
た
人
で
あ
る
が
、
こ
の
人
の

生
家
は
私
の
出
生
地
井
に
私
の
師
籍
で
あ
る
三
河
の
貞
照
院

、こ
は
僅
か
に
十
五
六
町
の
距
離
に
あ
り
、

今
述
べ
ん
、こ
す

る
紳
阿
和
徇
、こ
は
、

伯
父
、11
甥
-/)
6
聞
柄
で
、

自
然
兩
師
の
傳
記
の
中
に
、
少
か
ら
ざ
る
關
係
が
あ
る
か
ら
、
先
づ
初
に
徳
佳
上
入
を
傳
し
て
後
に
、
紳
阿
上
人

に
移
り
た

い
ミ
思
ふ
。

徳
佳
上
入
は
、
三
河
國
碧
海
郡
大
濱
町
角
谷
大
十
の
家

に
生
誕
さ
れ
た
。

こ
の
大
濱
町
は
、
東
海
道
刈
谷
の
驛
か
ら
、
南
の
方

へ
三
里
餘

り
、
西

に
は
三
河
灣
の

一
部
分
、
衣
が
浦
を
遙
か
に
隔
て
㌧
、

尾
張
知
多
郡
の
牛
田
港
武
豊
港
に
相
對
し
、
東
は

一
帶

の
軍
原
で
.
田
畑
村

落
等
が

點
在
し
、
其
の
中
央
に
は
矢
矧
川
が
、
北
か
ら
南

に
流
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
川
の
水
は
極
め
て
淺
く
、
白
砂
堆
高
き
洲
を
作
り
、
流
れ



も
至

つ
て
ゆ
る
や
か
で
あ
る
か
ら
、
余
の
少
年
の
時
代
に
は
、

樂
し
い
夏
が
來
る
度
に
、
多
く
の
友
逹
・こ
こ
の
川
に
遊
び
、
嬉
し
い
時
を
過

し
た
r
J'/)
が
、
今
更
懐
か
し
く
思
ひ
出
さ
る
玉
。
而
し
て
南

は
三
河
灣
を
隔
て
玉
、

渥
美
孚
島

や
知
多
牛
島
が
、
遙
か
向
う
に
相
ひ
擁
し
て

お
る
。

そ
の
聞
に
は
二
三
の
島
が
ぼ
ん
や
り
、こ
し
て
見

へ
て
お
る
。

昔
は
こ
の
町
は
漁
村
で
あ

つ
た
が
、
今
は
農
業

機
業
等
が
盛
ん
で
、
漸

次
發
展

し
て
二
千
戸
餘
り
の
諍
か
な
夲
和
な
田
舍
町
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
徳
川
家
康
公
の
組
先
で
あ
る
親
季
及
び
有
親
公
の
墓
の
あ

る
稱

名
寺
、

井
に
幽譽
示
の
有
名
な
清
澤
滿
之
氏
の
佳
職
地
西
方
寺
は
こ
の
町
に
あ
る
。

こ
の

町
の
中
央
に
位
す
る
、
入
江
の
橋
の
た
も
・こ
の
所
に
、

一
軒
の
綺
麗
な
店
が
あ
る
。

表
の
看
板
に
は
「
か
ら
し
漬
」
ε
書

い
て
あ
る
。

こ
れ
が

帥
ち
三
河
の
名
物

「茄
子
の
か
ら
し
漬
」
の
本
家

で
あ
り
、

こ
の
か
ら
し
漬
な
、
時
々
宮
内
省

に
も
御
用
が
あ

る
ーこ
聞
い
て
お
る
。

こ
の
本
家
こ
そ
其
昔
し
徳
住
上
人
,こ
紳
阿
和
徇
が
、
呱

々
の
聲
を
擧
げ
ら
れ
九
家
で
あ
り
、

今
徇
ほ
相
當
の
物
持
で
、
最
も
肚
會
の
信
用
あ

る
家
で
あ
る
。

徳
住
上
人
は
安
永
六
年
.
四
人
の
兄
弟
の

一
人
・こ
し
て
こ
の
家
に
生
れ
、

九
歳
の
時
尾
張
國
知
多
郡
阿
久
比
村
椋
岡
の
雲
谷
寺
の
佳
職
眞

譽
上
人

に
從
つ
て
剃
髪
し
、
十
五
の
時
東
都

に
上
り
、
縁
山
に
於
て
學
を
修
め
、
兩
脉
を
相
承
し
、
三
十
餘
歳

の
頃
、
中
山
道
本
庄
の
宿
圓

信
寺
に
佳
職
さ
れ
九
が
、

そ
の
後
小
石
川
の
傳
通
院
で
、
徳
本
上
人
の
教
化
を
受
け
て
、
忽
ち
生
活
を

一
變
し
、
か
の
圓
信
寺
を
捨
て
小
石

川
の

一
行
院
に
入
り
、
徳
本
上
人
の
弟
子
,こ
な
り
、
そ
の
名
を
徳
住
ε
賜
は

つ
た
。

そ
の
後
は

一
心
に
修
行
し
て
、

一
食
長
齋
、

書

夜

不

臥
、
田
課
念
佛
十
萬
遍
こ
い
ふ
、
荒

い
修
行
を
實
行
さ
れ
た
。

徳
本

上
人
の
滅
後
に
は
、
三
河
に
來
つ
て
岩
屋
の
瀧
、
黒
瀬
の
瀧
等
で
身
を
清
め
、
畫
夜
不
臥
に
し
て
念
佛
し
、

文
政
十

一
年
十

一
月
に

は
、
進
ん
で
具
足
戒
を
受
け
、
法
隆
寺
の
叡
辨
和
上
の
證
明
を
得
た
。

而
し
て
信
州
唐
澤
山
で
は
、

一
千
日
の
別
時
念
佛
を
修
し
、
其
後
漸

く
教
化

に
趣
き
、
信
濃
、
甲
斐
、
駿
河
、
相
摸
等
を
巡
化
し
て
後
三
河
に
歸
り
、

尾
張
に
至
つ
て
城
主
を
歡
化
し
、
大
樹
寺
隨
譽
上
人
の
好
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意
に
依

つ
て
、

】
寺
を
建
て
㌧
荒
井
山
九
品
院
,こ
名
け
、
暫
く
こ
の
寺
に
居
ら
れ
た
が
、

更
ら
に
進
ん
で
伊
勢
の
山
田
の
總
通
寺
、
齋
宮
の

蓮
光
寺
等
を
再
興
し
、

叉
大
阪
の
高
離
の
源
正
寺
、
名
古
屋
の
光
照
院
等
を
中
興
し
て
捨
世
の
道
塲
、こ
定
め
ら
れ
た
。
其
後
大
和
、
河
内
、

紀
伊
、
丹
波
、
丹
後
等
の
歡
化
を
絡

へ
て
京
都

に
來
り
、

粟
田
の
宮
の
厚
意

に
依
て
、
定
信
院
に
留
錫
し
.
日
々
公
請
に
趣

い
て
、
淨
土
の

宗
義
を
講
ぜ
ら
れ
、
黄
門
亞
相
も
冠
纓
を
傾
け
、
貴
顯
紳
士
も
念
珠
を
手
に
し
て
、

念
珠
を
勵
ま
れ
た
ーこ
傳

へ
ら
れ
て
あ
ゐ
。

然
る
に
天
保
十
三
年
の
夏
、
や
㌧
疲
勞
の
樣
子
あ
り
、
名
古
屋
の
光
照
院
で
罅
養
さ
れ
た
が
、
藥
石
共
功
を
奏
せ
す
し
て
、
邃

に
八
月
二

十
三
日
の
朝
、
剃
髪
汰
浴
し
新
衣
を
着
し
、

頭
北
面
西
し
て
命
絡
さ
れ
た
。
時
に
六
十
六
歳

で
あ

つ
た
。

紳
阿
和
省
は
隆
音

ε
い
ひ
、
徳
佳
上
人
の
甥
で
あ
る
。

文
化
十
四
年
角
谷
家

に
生
れ
、
幼
年
の
時
伯
父
徳
佳
上
人

に
從
つ
て
出
家
し
て
九

品
院
に
居
ら
れ
た
が
、
天
性
頗
る
學
問
を
好
み
、
常
に
讀
書

に
耽
ら
れ
た
。

さ
れ
ば
徳
佳
上
人
の

一
向
專
修
の
風
格

,こ
は
、
や
玉
そ
の
趣
を

異

に
し

た
。

元
來
徳
住
上
入
は
、
念
佛
の

一
行
を
勵
ま
れ
た
の
で
、
多
く
の
弟
子
に
讀
書
を
禁
じ
、
唯
だ
念
佛
を
勵
め
ら
れ
た
。
然

る
に
紳

阿
和
徇

は
之
れ
、こ
反
對
で
あ

る
の
で
、
常
に
そ
の
癖
を
識
め
ら
れ
た
。

然
し

一
徹
の
紳
阿
和
徇
は
、
な
か
な
か
そ
れ
を
聽
か
な
か
つ
た
。
あ

る
時
徳
住
上
人
が
、
後
夜
の
勤
行
を
勤
む
可
く
、
本
堂
に
上
ら
ん
・こ
さ
れ
た
際
に
、
切
り
に
線
香
の
香
が
す
る
の
で
、

そ
の
原
因
を
探
ら
ん

ご
て
、
幾
多
の
室
を
明
け
ら
れ
た
時
、・
榊
阿
が
未
だ
眠
ら
す
し
て
、

線
香
を
吹
き

つ
㌧
明
り
を
取
つ
て
、
讀
書
さ
る

玉
の
を
發
見
し
大
に
其

志
に
感

じ
て
、
逾
に
こ
の
人
だ
け
は
特
別
に
讀
書
を
許
さ
れ
た
ーこ
い
ふ
r
)
'rl
で
あ
る
。

曾
て
徳
佳
上
人
が
、
粟
田
の
定
信
院

に
居
ら
れ
た
頃
、
紳
阿
和
徇
も
隨
侍
せ
ら
れ
、

勤
息
上
人
の
師
匠
で
あ

る
雷

雨
律
師
も
同
居
せ
ら
れ

た
が
、
爾
人
何
れ
も
侃
々
諤
々
、

一
歩
も
譲
ら
な

い
性
質
で
あ
る
の
で
、

世
態
を
論
じ
法
義
を
談
じ
て
、
激
論
が
常

に
絶

へ
な
か
つ
九
、こ
傳

へ
ら
れ
て
あ
る
。

紳
阿
和
徇
の
性
格
は
、
頗
る
豪
放
の
質
で
あ

つ
た
。
如
何
な
る
人
に
對
し
て
も
、
自
分
の
信
じ
た
事
な
れ
ば
、
徹
底
的

に

押
し
通
し
て
、

一
歩
も
讓
ら
な
い
性
質
で
あ
つ
た
。

曾
て
中
將
鳥
尾
得
庵

、こ
議
論
し
て
、
口
角
泡
を
飛
ば
し
、
龍
虎
相
撃

つ
勢
で
、
中
々
治
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ら
な
か

つ
た
が
、
和
徇
は
邃
に
立
腹
し
て
、
中
將
の
面
前
で
お
尻
を
捲
り
、

「
ナ

ニ
ク
ソ
汝
は
こ
の
け
つ
を
喰

へ
」

-こ
て
、

大
き
な
お
尻
を

差
し
出

さ
れ
た
の
で
、

そ
れ
に
は
中
將
も
聊
か
閉
口
し
、

「
イ
ヤ
、
ド
ゥ

モ
、
こ
れ
は
豪
傑
(尻
)
だ
ナ
ァ
」

、こ
叫
ば

れ
た
°I)聞

い
て
お
る
。

學
問
に
鍬
し
て
も
之
、し
同
じ
く
、
如
何
な
る
障
害
も
突
破
し
て
、
意
志
を
貫
徹
す
る
ε
い
ふ
決
心
で
あ

つ
た
。

曾
て
洛
南
菱
川
の
西
向
寺
に

居
ら
れ
た
時
、
修
學
の
爲
め
に
叡
山
に
往
復
し
、

毎
朝
二
時
に
起
床
し
て
叡
山
に
登
つ
て
講
義
を
聽
き
、
午
後
の
五
時
頃
寺
に
歸
り
、
連
日

更
ら
に
倦
む
こ
・こ
な
く
、
凡
そ
二
年
間
そ
れ
を
戀
續
さ
れ
た
さ
う
で
あ
る
。

こ
の
話
か
ら
考

へ
て
も
、
如
何
に
究
學

に
熱
心
で
あ
る
か
を
、

容
易
に
想
像
す
る
こ
ーこ
が
出
來
る
。

斯
く

て
徳
往
上
人
が
、
既
に
命
絡
さ
れ
て
後
は
、

三
河
の
九
品
院
を
相
績
し
、
そ
の
第
三
世
、こ
な
ら
れ
た
が
、
適
ま
大
樹
寺
の
裏
山
の
利

權
問
題

に
端
を
發
し
て
、
岡
崎
の
城
主
本
多
氏
-こ
抗
爭
し
、

邃
に
は
之
を
官
に
訴

へ
、
淋
阿
和
徇
の
勝
訴
・こ
な
つ
た
が
、
却
つ
て
そ
れ
が
爲

に
迫
害

を
受
け
、
九
品
院
に
居
る
こ
ーこ
が
出
來
な
く
な
り
、

止
む
な
く
二
十
九
歳
の
時
、
荒
井
山
を
遞
れ
て
阿
波
國
壁
ケ
嶽
の
徳
圓
寺
に
移

り
、
徳

往
上
人
の
法
弟
徳
圓
上
人
に
依
止
さ
れ
九
。

そ
の
後
數
年
を
經
て
徳
圓
上
人
が
示
寂
さ
れ
た
か
ら
、
紳
阿
和
徇
は
九
品
院
か
ら
、
碩

成
上
入
を
(此
人
は
後
に
京
都
寺
町
の
聖
光
寺
に
來
つ
て
祕
阿
の
後
を
繼
承
さ
れ
た
)
呼
び
寄
せ
て
、
共
に
念
佛
修
行
を
さ
れ
た
。
(
但
し
こ
の
徳
圓
寺
は

趣
め
て
貧
寺
で
、
衣
食
も
乏
し
い
有
樣
で
あ
つ
た
か
ら
、
其
村
の
藤
右
衛
門
と
い
ふ
信
者
が
.
毎
日
食
事
を
供
養
し
た
と
い
ふ
)
そ

の

後
紳
阿
は
阿
波
を
去

り
、
大
阪
濱
の
源
光
寺
、
同
高
津
の
源
正
寺
、
宗
全
寺
、

及
び
洛
南
の
西
向
寺
等
に
歴
佳
し
、
又
八
幡
の
正
法
寺
、
粟
田
の
定
信
院

に
も
滯

留
さ
れ
た
。

そ
の
後
京
都
寺
町
の
聖
光
寺
の
門
譽
上
人
の
後
を
承
け
て
其
寺
に
住
職
し
、
須
彌
詮
を
深
く
研
究
し
て
そ
の
蘿
奥
に
逹
し
、
當

時
最
も

流
行
し
た
、
地
球
の
読
を
難
破
さ
れ
た
。

帥
ち
座
敷
の
中
央

に
、
須
彌
山
の
模
型
を
安
置
し
て
、

日
月
星
宿

の
遐
行
を
示
し
、

一
目

瞭
然
た
ら
し
む
る
・こ
與
に
、
種
々
の
読
明
書
を
備

へ
、
曹
通

一
般
の
入
々
に
も
、
容
易
に
了
解
し
易
か
ら
し
め
た
。
(
但
し
こ
の
須
彌
山
の
模
型

は
、
昔
は
普
門
律
師
の
所
有
で
あ
り
、
洛
西
片
木
原
の
光
圓
寺
に
傳
は
つ
た
も
の
で
、
大
阪
造
幤
局
長
大
野
某
が
、
非
常
に
苦
心
し
て
修
繕
さ
れ
た
か
ら
、
趣
め
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バ
心兀全

に
造
ら
れ
て
あ
つ
た
が
、
紳
阿
和
徇
が
示
寂
の
後
、
光
圓
寺
か
ら
返
濟
を
疸
ま
ら
れ
て
之
を
返
却
さ
れ
た
、
所
が
借
い
か
な
今
は
全
く
失
は
れ
て
、
そ
れ

を
見
る
こ
と
の
出
來
な
い
の
は
、
甚
だ
澱
憾
に
堪

へ
な
い
譯
だ
)
。叉
時
々
は
斯
學
の
大
家
、
佐
田
介
石
等
を
招
聘
し
て
大
に
そ
の
學
を
研
究
さ
れ
た
。

故

に
佛
蘭
西
の
天
文
學
者
、

エ
ミ
ミ
ル
氏
は
特
に
和
徇
を
訪
問
し
て
、

須
彌
説
地
球
詮
等
に
就
て
、
互
に
意
見
を
交
換

し
、
そ
の
後
國
に
歸

つ
て
か
ら
、
佛
蘭
西
製
の
混
天
儀

一
具
を
遙
か
に
寄
鱠
さ
れ
た
。
そ
れ
は
今
徇
ほ
聖
光
寺
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
。

か
つ
叉
梵
暦
學
校
を
、
寺
の
門
前
に
建
設
し
て
、
大
に
斯
學
を
盛
ん
に
す
べ
く
、

既
に
準
備
も
整

ふ
て
、
互
石
木
材
等
の
多
く
が
集
め
ら

れ
、
明
治
十
六
年
の
五
月
十
四
日
、
正
し
く
着
手
す
べ
く
計
書
さ
れ
て
あ

つ
た
の
に
、

不
幸

に
し
て
そ
の
月
の
十

一
日
、
和
徇
は
知
恩
院
の

講
演
を
絡

へ
て
、
寺
に
歸
ら
る
瓦
や
不
快
を
感
じ
、

そ
れ
が
逾
に
腦
溢
血
-こ
な

つ
て
再
び
起
九
す
、
同
じ
く
十
四
日

に
命
絡
さ
れ
た
。
斯
樣

に
着
手

の
日
に
方

つ
て
、
正
し
く
命
絡
さ
れ
九
こ
ε
は
、
こ
れ
も
不
思
議
の
因
縁
で
あ

る
。

時

に
六
十
七
歳

で
あ

つ
た
。

紳
阿
和
徇
は
、
生
前
知
恩
院
の
養
鷓
徹
定
上
人
、
書
伯
富
岡
鐵
齋
翕
、こ
意
氣
投
合
し
、

永
く
親
交
を
續
け
ら
れ
た
。
さ
れ
ば
勤
王
の
志
深

く
、
慷
慨
の
情
頗
る
盛
ん
に
、
而
か
も
戴
律
堅
固
で
あ
つ
た
。
故
に
紳
儒
佛
の
三
道
を
以
て
.
釜

々
王
道
を
昌
ん
に
し
、

佛
教
を
興
隆
せ
ん

、こ
努
力

さ
れ
た
。
そ
は
其
の
著
述
の
全
政
王
道
論

一
卷
、
和
氣
護
王
大
神
記

一
卷
、

弁
に
維
持
國
體
述
懐
、
國
政
補
佐
之
歎
願
等
の
文
に
明

か
に
顯

は
れ
て
お
る
。
今

こ
の
全
政
王
道
論
は
、
水
戸
公
の
破
佛
の
時
、
萬
譽
顯
道
僣
正
の
命
に
依
て
、

紳
阿
和
徇
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。

曾

て
徹
定
上
人
は
、

一
詩
を
贈

つ
て
讃
し
て
曰
く
、

天

旋

地

動

諡

縱

横

日

沒

西

山

海

面

李

畢

竟

世

人

心

不

靜

却

疑

天

竺

故

先

生

こ
の
詩
は
今
寺
町
の
聖
光
寺
に
珍
藏
さ
れ
て
あ
る
。

而
し
て
和
徇
は
常
に
諸
國
を
遊
歴
し
て
、
そ
の
主
義
主
張
を
宣

傳
し
、
佛
教
を
興
し

王
道
を

助
け
、
維
新
回
天
の
事
業
を
し
て
、

増

々
光
輝
あ
ら
し
め
ん
,こ
、
精
勵
鑑
瘁

せ
ら
れ
た
こ
・こ
は
、
我
が
宗
門
の
誇
り
で
あ
る
。
徇
ほ
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聖
光
寺

に
は
紳
阿
和
徇
が
三
十
歳
の
時
血
書
さ
れ
た
般
落
心
經
、
帥
阿
和
徇
所
有
の
地
球
諸
圃
、

及
び
紳
阿
の
省
像
等

が
あ
る
。
(
以
上
は
主

と
し
て
聖
光
寺
の
現
佳
河
勝
良
英
氏
の
實
話
、
荒
井
山
九
品
院
所
藏
の
徳
本
上
人
傳
記
、
並
に
徳
住
上
人
行
業
利
讃
等
に
依
り
、
更
ら
に
余
が
曾
て
古
老
か
ら
闖

き
傳

へ
た
逸
話
等
に
原
く
)
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